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第
38
回
岐
阜
県
交
通
少
年
団

自
転
車
安
全
大
会

揖
斐
川
右
岸
地
区
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
竣
工
式

　

７
月
28
日（
火
）、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ア
リ
ー
ナ

で
第
38
回
岐
阜
県
交
通
安
全
少
年
団
自
転

車
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
交
通
事
故
を
防
ご
う
と
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
小
学
校
の
17
チ
ー
ム
68
人
が
参
加

し
、
揖
斐
川
町
か
ら
は
小
島
小
学
校
の
児

童
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
チ
ー
ム
４
人
の

団
体
戦
と
個
人
戦
が
あ
り
、
交
通
ル
ー
ル

や
道
路
標
識
に
関
す
る
学
科
テ
ス
ト
と
、

で
こ
ぼ
こ
道
や
Ｓ
字
、
８
の
字
な
ど
を
走

り
、
運
転
技
術
を
確
か
め
る
実
技
テ
ス
ト

で
合
計
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
３
位
ま
で
、
個
人
戦
は
10
位

ま
で
が
表
彰
さ
れ
、
小
島
小
学
校
は
団
体

戦
で
準
優
勝
、
個
人
戦
で
は
、
駒
月
し
え

り
さ
ん
が
５
位
、
坪
井
美
優
さ
ん
が
７
位

に
入
賞
し

ま
し
た
。

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

７
月
21
日（
火
）、
揖
斐
川
右
岸
地
区
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
近
年
、
生
活
様
式
の

多
様
化
・
近
代
化
に
よ
り
、
農
山
村
に
お

け
る
生
活
環
境
の
悪
化
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
水
環
境
の

整
備
を
す
る
た
め
に
、
揖
斐
川
町
農
業
集

落
排
水
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
に
供
用
を
開
始
す
る
揖
斐
川

右
岸
地
区
の
施
設
が
稼
働
す
る
と
、
小
島

地
区
の
大
半
と
揖
斐
、

永
地
区
の
そ
れ

ぞ
れ
一
部
に
住
む
１
９
０
０
人
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

式
典
の
中
で
宗
宮
町
長
は
「
用
排
水
路

を
は
じ
め
、
公
共
用
水
域
の
保
全
が
図
ら

れ
る
な
ど
、

生
活
環
境
は

大
き
く
改
善

さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

適
切
な
維
持

管
理
を
行
い

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

第
64
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
　
　
　
～
揖
斐
川
町
消
防
団
～

　

８
月
２
日（
日
）、海
津
市
、海
津
グ
ラ
ウ

ン
ド
で「
消
防
感
謝
祭
」第
64
回
岐
阜
県
消

防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、揖
斐
郡
の
代

表
と
し
て
揖
斐
川
町
消
防
団（
揖
斐
分
団
）

が
出
場
し
、優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
の
消
防
団
か
ら
各
地
区

の
大
会
な
ど
で
選
ば
れ
た
30
隊
１
８
０
人

が
出
場
。
今
年
は
６
人
１
組
の
「
ポ
ン
プ

車
操
法
」
で
、
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
や

操
作
、
規
律
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

応
援
に
駆
け
付
け
た
消
防
団
員
や
家
族

ら
の
声
援
を
受
け
て
、
ど
の
隊
も
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
操
法
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
恵
那
市
消
防
団

は
、
平
成
28
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　
　

恵
那
市
消
防
団

準
優
勝　
　
　

神
戸
町
消
防
団

優
秀
賞　
　
　

揖
斐
川
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

中
津
川
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

可
児
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

多
治
見
市
消
防
団

優
良
賞　
　
　

瑞
浪
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

八
百
津
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

海
津
市
消
防
団
Ａ

　
　
　
　
　
　

美
濃
加
茂
市
消
防
団

▲小島小学校交通少年団の皆さん

▲完成を祝うテープカット

▲揖斐川町消防団 ( 揖斐分団 ) ▲操法（放水）の様子
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夜
叉
ヶ
池
マ
ラ
ニ
ッ
ク

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

　

７
月
25
日（
土
）と
26
日（
日
）の
２
日
間

を
か
け
て
、
夜
叉
姫
ゆ
か
り
の
神
戸
町
か

ら
坂
内
の
夜
叉
ヶ
池
ま
で
を
往
復
す
る

「
夜
叉
ヶ
池
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
延
長
が
１
３
５
㎞
と
い
う
過
酷

を
極
め
た
こ
の
大
会
に
は
、
今
年
も
全
国

各
地
か
ら
３
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
25
日
は
、
神
戸
町
役
場
を
ス
タ

ー
ト
し
て
揖
斐
川
沿
線
を
走
り
、
坂
内
の

道
中
ま
つ
り
の
会
場
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
早
朝
に
坂
内
交
流
セ
ン
タ

ー
を
出
発
し
て
夜
叉
ヶ
池
ま
で
の
山
道
を

駆
け
登
り
、
折
り
返
し
て
神
戸
町
役
場
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
住
民
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
出
場
者
を
迎
え
、
給
水
所
で
バ

ナ
ナ
や
水
よ
う
か
ん
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

を
ふ
る
ま
い
、
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　

７
月
25
日（
土
）、
遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設

会
場
に
て
、
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
約
１
３
０
０
年
前
か

ら
伝
わ
る
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
再
現
す
る
創

作
音
楽
劇
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
ア
イ

ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
キ
ャ
ン
セ
浜
姫
」
の
シ

ョ
ー
や
「
鼓
國
雷
響JAPAN

」
の
太
鼓

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
、

約
３
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
は
、美
濃
の
国
神
戸（
現

在
の
神
戸
町
）
の
郡
司
が
、
恵
み
の
雨
の

返
礼
に
娘
を
夜
叉
ヶ
池
に
す
む
龍
神
に
嫁

が
せ
た
と
い
う
物
語
で
す
。
地
元
の
人
た

ち
が
出
演
す
る
音
楽
創
作
劇
「
夜
叉
ヶ
池

物
語
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
で
は

全
長
21
メ
ー
ト
ル
の
龍
神
が
現
れ
、
夏
の

夜
に
幻
想
的
な
伝
説
が
蘇
り
ま
し
た
。

　

８
月
８
日（
土
）、
揖
斐
川
河
川
敷
、
揖

斐
川
町
役
場
周
辺
に
て
、
い
び
が
わ
の
祭

り
、
あ
り
が
と
う
花
火
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

揖
斐
川
の
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る
こ
の

花
火
大
会
で
は
、
願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
シ
ー
ル
を
花
火
玉
に
貼
っ
て
打
ち
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
約
６
５
０
０
発
の
打
上
げ
花
火

と
、「
全
国
育
樹
祭
」
の
文
字
が
現
れ
る

仕
掛
け
花
火
が
あ
り
、
訪
れ
た
多
く
の
人

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
り
に
は
浴
衣
姿
の
来
場
者
が

あ
ふ
れ
、
屋
台
の
灯
り
に
照
ら
さ
れ
る
よ

う
す
は
、
夏
の
夜
の
風
情
を
か
も
し
て
い

ま
し
た
。 い

び
が
わ
の
祭
り～６

５
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る
～
　
　
　

▲給水所でおもてなし

▲屋台の灯りに照らされる来場者

▲全国育樹祭の仕掛け花火▲夜空を彩る打上げ花火

▲夜叉ヶ池物語　龍神と夜叉姫
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第
16
回
久
瀬
花
き
品
評
会

関
西
茶
品
評
会　

揖
斐
川
町
か
ら

農
林
水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

養
老
鉄
道
存
続
を

訴
え
ま
し
た

大
谷
川
の
草
刈　

上
野
寿

こ
と
ぶ
き会

　

８
月
５
日（
水
）か
ら
７
日（
金
）ま
で
、

揖
斐
川
町
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ
た
第
68

回
関
西
茶
品
評
会
に
お
い
て
、「
普
通
煎

茶
の
部
」
で
太
田
恒
雄
さ
ん
（
桂
茶
生
産

組
合
）
が
最
高
賞
に
当
た
る
「
農
林
水
産

大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

出
品
茶
上
位
３
点
の
合
計
得
点
を
市
町
村

で
競
う
「
産
地
賞
」
に
つ
い
て
も
、「
普

通
煎
茶
の
部
」
で
揖
斐
川
町
が
最
高
得
点

を
獲
得
し
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。「
普

通
煎
茶
の
部
」
で
上
位
入
賞
さ
れ
た
方
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞

　

１
等
１
席　

太お
お

田た　

恒つ
ね

雄お

さ
ん

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞　

　

１
等
２
席　

太お
お

田た　

英え
い

一い
ち

さ
ん

　

１
等
３
席　

太お
お

田た　

清き
よ

和か
ず

さ
ん

全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
長
賞

　

１
等
10
席　

花は
な

木き　
　

 

毅た
け
しさ
ん

全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
賞

　

１
等
11
席　

太お
お

田た　

哲て
つ

郎ろ
う

さ
ん

　

７
月
30
日（
木
）
久
瀬
公
民
館
で
、「
第

16
回
久
瀬
花
き
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

品
評
会
に
は
久
瀬
地
域
で
生
産
さ
れ
た

小
菊
51
点
、
し
き
み
30
点
が
出
品
さ
れ
、

色
や
形
、
つ
や
、
商
品
性
な
ど
が
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
の
岐
阜
県
知
事
賞
は
、
小
菊
を

出
品
さ
れ
た
、
長な

が

屋や

た
つ
よ
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
切
花
の
部
（
小
菊
）

　

金
賞
（
町
長
賞
） 

長な
が

屋や　

建た
つ

志し

さ
ん

　

銀
賞
（
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞
）

 

河か
わ
い合　

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん

　

銅
賞
（
い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞
）

 

長な
が

屋や

た
つ
よ
さ
ん

　

奨
励
賞 

長な
が

屋や　
　

薫
か
お
る
さ
ん

■
枝
物
の
部
（
し
き
み
）

　

金
賞
（
議
長
賞
） 

高た
か

橋は
し　
　

努
つ
と
む
さ
ん

　

銀
賞
（
揖
斐
農
林
事
務
所
長
賞
）

 

五い

十そ

川が
わ

さ
だ
ゑ
さ
ん

　

銅
賞
（
久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞
）

 

高た
か

橋は
し　

静し
ず

好よ
し

さ
ん

　

奨
励
賞 

鳥と
り

井い　

平へ
い

二じ

さ
ん

　

７
月
19
日（
日
）、
養
老
鉄
道
存
続
の
機

運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
養
老
鉄
道
乗
車

体
験
会
が
行
わ
れ
、
県
や
沿
線
市
町
の
議

員
、
首
長
、
職
員
ら
約
２
５
０
人
が
養
老

鉄
道
大
垣
駅
か
ら
揖
斐
駅
方
面
と
駒
野
駅

（
海
津
市
）
方
面
に
分
か
れ
て
乗
車
し
ま

し
た
。
揖
斐
川
町
か
ら
は
、
町
長
、
議
会

養
老
鉄
道
存
続
特
別
委
員
会
の
皆
さ
ん
、

職
員
ら
約
30
人
が
乗
車
し
、
沿
線
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

沿
線
各
駅
で
は
、
養
老
鉄
道
の
存
続
を

求
め
て
活
動
す
る
住
民
団
体
な
ど
が
横
断

幕
や
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
揖
斐
駅
で
は
町
公

共
交
通
を
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
や
地
域
住

民
ら
が
「
乗
っ
て
つ
な
ご
う
未
来
ま
で
」

と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
て
電
車
を
出

迎
え
、
町
か
ら
の
視
察
参
加
者
と
合
わ
せ

て
約
70
人
が
存
続
を
訴
え
ま
し
た
。

　

町
長
は
町
か
ら
の
参
加
者
に
対
し
、「
揖

斐
川
町
の
活
性
化
に
は
養
老
鉄
道
の
存
続

が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
力
を
借

り
、
存
続
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
と
な
っ
た
７
月
20
日（
月
）、

老
人
ク
ラ
ブ
上
野
寿
会
が
大
谷
川
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
上
野
地
区
を
流
れ
る

大
谷
川
は
上
野
に
住
む
人
々
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
川
で
す
。
し
か

し
、
夏
に
な
る
と
雑
草
が
生
い
茂
り
、
景

観
が
悪
い
ば
か
り
で
な
く
、
大
雨
の
時
に

は
氾
濫
の
原
因
に
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

上
野
寿
会
で
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
毎
年

草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
上
流
で
も
沢
山
の
雑
草
が
生
え

草
刈
り
も
一
苦
労
で
す
が
、
作
業
を
終
え

た
皆
さ
ん
の
表
情
は
「
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば

る
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
も
大
谷
川
が
荒
れ
な
い
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

県知事賞に選ばれた小菊

▲上野寿会の皆さんと草刈のようす

▲参加者による呼びかけ（揖斐駅）

▲品評会のようす


